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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂；
　第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量と少なくとも２重量％異
なる残留ヒドロキシル含量を有する第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂、ここで、第１
及び第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂のそれぞれは第１及び第２のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも１０重量％の量で樹脂層中に存在する；
並びに
　第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂よりも第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂とよ
り相溶性である第１の部分、及び第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂よりも第２のポリ
（ビニルアセタール）樹脂とより相溶性である第２の部分を有する、モノアルキルエチレ
ングリコールエーテル及びポリエチレングリコールアルキルフェノールエーテルから選択
される少なくとも一つの化合物を含み、樹脂層の全重量を基準として少なくとも０．５重
量％の量で樹脂層中に存在するブレンド剤；
を含む樹脂層を含む中間膜。
【請求項２】
　ブレンド剤は１６以下のＨＬＢ値を有する、請求項１に記載の中間膜。
【請求項３】
　ブレンド剤は４～１０モルのエチレングリコールの単位を有するポリエチレングリコー
ルアルキルフェノールエーテルを含む、請求項１に記載の中間膜。
【請求項４】
　樹脂層は樹脂１００部あたり少なくとも１０部（ｐｈｒ）乃至５０部（ｐｈｒ）未満の
範囲の量で存在する少なくとも１種類の可塑剤を更に含み、樹脂層のガラス転移温度は２
６℃～７０℃の範囲である、請求項１に記載の中間膜。
【請求項５】
　樹脂層は少なくとも１０ｐｈｒ乃至約９０ｐｈｒ以下の範囲の量で存在する少なくとも
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１種類の可塑剤を更に含み、樹脂層のガラス転移温度は２５℃未満である、請求項１に記
載の中間膜。
【請求項６】
　樹脂層は第３のポリ（ビニルアセタール）樹脂を更に含み、第１、第２、及び第３のポ
リ（ビニルアセタール）樹脂のそれぞれは、第１、第２、及び第３のポリ（ビニルアセタ
ール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも５重量％の量で樹脂層中に存在する、請求
項１に記載の中間膜。
【請求項７】
　樹脂層に隣接している第２の樹脂層を更に含み、第２の樹脂層は他のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂を含み、樹脂層のガラス転移温度は第２の樹脂層のガラス転移温度よりも少
なくとも５℃低い、請求項１に記載の中間膜。
【請求項８】
　中間膜は５％未満の曇り度を有する、請求項１に記載の中間膜。
【請求項９】
　請求項１に記載の中間膜及び少なくとも１つの硬質基材を含む多層パネル。
【請求項１０】
　第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂及び可塑剤を含む第１の樹脂層；
　第１の樹脂層に隣接しており、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンド、並
びにモノアルキルエチレングリコールエーテル及びポリエチレングリコールアルキルフェ
ノールエーテルから選択される少なくとも一つの化合物を含む少なくとも１種類のブレン
ド剤を含む第２の樹脂層；
を含み；
　２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方は、第１のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の残留ヒドロキシル含量よりも少なくとも２重量％多いか又は少ない残留ヒ
ドロキシル含量を有し、及び／又は２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの
一方は、第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留アセテート含量よりも少なくとも２
重量％多いか又は少ない残留アセテート含量を有し；
　２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの他方は、第１のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の残留ヒドロキシル含量の２重量％以内である残留ヒドロキシル含量を有し
、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方及び他方のそれぞれは、第２
の樹脂層中の樹脂の合計重量を基準として少なくとも５重量％の量で第２の樹脂層中に存
在し；そして
　中間膜は５％未満の曇り度を有する中間膜。
【請求項１１】
　ブレンド剤は少なくとも第１の部分及び第２の部分を含み、第１の部分は２種類のポリ
（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの他方よりも２種類のポリ（ビニルアセタール）樹
脂のブレンドの一方とより相溶性であり、第２の部分は２種類のポリ（ビニルアセタール
）樹脂のブレンドの一方よりも２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの他方
とより相溶性であり、ブレンド剤は第２の樹脂層の全重量を基準として少なくとも０．５
重量％の量で第２の樹脂層中に存在する、請求項１０に記載の中間膜。
【請求項１２】
　第２の樹脂層は、樹脂１００部あたり少なくとも約１０部（ｐｈｒ）の量で第２の樹脂
層中に存在する少なくとも１種類の可塑剤を更に含む、請求項１０に記載の中間膜。
【請求項１３】
　第１の樹脂層のガラス転移温度と第２の樹脂層のガラス転移温度の間の差は少なくとも
５℃である、請求項１０に記載の中間膜。
【請求項１４】
　第２の樹脂層中の２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方は１５重量
％以下の残留ヒドロキシル含量を有し、第２の樹脂層は２５℃未満の単一のガラス転移温
度を有する、請求項１０に記載の中間膜。
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【請求項１５】
　第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂並びに２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂の
ブレンドの一方及び他方のそれぞれは、第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂、２種類の
ポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方、又は２種類のポリ（ビニルアセタール
）樹脂のブレンドの他方のアルデヒド残基の全重量を基準として少なくとも５０重量％の
ｎ－ブチルアルデヒドの残基を含み、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンド
の他方は少なくとも１６重量％の残留ヒドロキシル含量を有する、請求項１０に記載の中
間膜。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　[0045]ブレンド剤は、少なくとも１つの疎水性セグメント及び少なくとも１つの親油性
セグメントを含んでいてよく、例えば"Polymeric Surfactants", Surfactant Science Se
ries, v.42, p.221, I. Piirma (CRC Press, 1992）に記載されているように測定して少
なくとも約２、少なくとも約３、少なくとも約４、少なくとも約５、少なくとも約６、少
なくとも約８、及び／又は約１６以下、約１５以下、約１４以下、約１３以下、約１２以
下、約１０以下、約９以下の疎水性－親油性バランス（ＨＬＢ）値を有していてよい。ブ
レンド剤に関するＨＬＢ値は、約２～約１６、約２～約１５、約３～約１４、約６～約９
、又は約８～約１４の範囲であってよい。幾つかの態様においては、ブレンド剤はグリコ
ール及びグリコールエーテルからなる群から選択することができ、或いはこれは、少なく
とも２つのエチレングリコール単位を含むポリエチレングリコールアルキルフェノールエ
ーテル、モノアルキルエチレングリコールエーテル、アルキルアルコール、及び低分子量
ポリエチレングリコール、並びにこれらの組合せからなる群から選択することができる。
幾つかの態様においては、ブレンド剤は、アジピン酸エステル、ポリアジピン酸エステル
、及びこれらの組合せからなる群から選択される化合物を含まないかもしれない。幾つか
の態様においては、ブレンド剤にプロピレングリコール単位又は低分子量ポリプロピレン
グリコールを含ませることができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
　[0087]更に、本発明の任意の単一の構成要素に関して与えられている任意の範囲、値、
又は特徴は、互換的な場合には、本発明の任意の他の構成要素に関して与えられている任
意の範囲、値、又は特徴と互換的に用いて、本明細書全体にわたって与えられているそれ
ぞれの構成要素に関して規定されている値を有する一態様を形成することができることが
理解される。例えば、与えられている任意の範囲の可塑剤を含むことに加えて、与えられ
ている任意の範囲の残留ヒドロキシル含量を有するポリ（ビニルブチラール）を含む中間
膜を形成して、本発明の範囲内であるが、列記するのは煩雑である多くの変形体を形成す
ることができる。更に、フタレート又はベンゾエートのような属又はカテゴリーに関して
与えられている範囲はまた、他に示していない限りにおいて、ジオクチルテレフタレート
のようなそのカテゴリーの属又は構成要素の中の種に適用することもできる。
　本発明は以下の実施態様を含む。
（１）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂；
　第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量と少なくとも２重量％異
なる残留ヒドロキシル含量を有する第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂、ここで、第１
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及び第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂のそれぞれは第１及び第２のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも１０重量％の量で樹脂層中に存在する；
並びに
　第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂よりも第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂とよ
り相溶性である第１の部分、及び第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂よりも第２のポリ
（ビニルアセタール）樹脂とより相溶性である第２の部分を含み、樹脂層の全重量を基準
として少なくとも０．５重量％の量で樹脂層中に存在するブレンド剤；
を含む樹脂層を含む中間膜。
（２）ブレンド剤は１６以下のＨＬＢ値を有する、（１）に記載の中間膜。
（３）ブレンド剤はグリコール及びグリコールエーテルからなる群から選択される、（１
）に記載の中間膜。
（４）樹脂層は樹脂１００部あたり少なくとも１０部（ｐｈｒ）乃至５０部（ｐｈｒ）未
満の範囲の量で存在する少なくとも１種類の可塑剤を更に含み、樹脂層のガラス転移温度
は２６℃～７０℃の範囲である、（１）に記載の中間膜。
（５）樹脂層は少なくとも１０ｐｈｒ乃至約９０ｐｈｒ以下の範囲の量で存在する少なく
とも１種類の可塑剤を更に含み、樹脂層のガラス転移温度は２５℃未満である、（１）に
記載の中間膜。
（６）樹脂層は第３のポリ（ビニルアセタール）樹脂を更に含み、第１、第２、及び第３
のポリ（ビニルアセタール）樹脂のそれぞれは、第１、第２、及び第３のポリ（ビニルア
セタール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも５重量％の量で樹脂層中に存在する、
（１）に記載の中間膜。
（７）樹脂層に隣接している第２の樹脂層を更に含み、第２の樹脂層は他のポリ（ビニル
アセタール）樹脂を含み、樹脂層のガラス転移温度は第２の樹脂層のガラス転移温度より
も少なくとも５℃低い、（１）に記載の中間膜。
（８）中間膜は５％未満の曇り度を有する、（１）に記載の中間膜。
（９）（１）に記載の中間膜及び少なくとも１つの硬質基材を含む多層パネル。
（１０）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂及び可塑剤を含む第１の樹脂層；
　第１の樹脂層に隣接しており、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンド及び
少なくとも１種類のブレンド剤を含む第２の樹脂層；
を含み；
　２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方は、第１のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の残留ヒドロキシル含量よりも少なくとも２重量％多いか又は少ない残留ヒ
ドロキシル含量を有し、及び／又は２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの
一方は、第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留アセテート含量よりも少なくとも２
重量％多いか又は少ない残留アセテート含量を有し；
　２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの他方は、第１のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の残留ヒドロキシル含量の２重量％以内である残留ヒドロキシル含量を有し
、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方及び他方のそれぞれは、第２
の樹脂層中の樹脂の合計重量を基準として少なくとも５重量％の量で第２の樹脂層中に存
在し；そして
　中間膜は５％未満の曇り度を有する中間膜。
（１１）ブレンド剤は少なくとも第１の部分及び第２の部分を含み、第１の部分は２種類
のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの他方よりも２種類のポリ（ビニルアセター
ル）樹脂のブレンドの一方とより相溶性であり、第２の部分は２種類のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂のブレンドの一方よりも２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンド
の他方とより相溶性であり、ブレンド剤は第２の樹脂層の全重量を基準として少なくとも
０．５重量％の量で第２の樹脂層中に存在する、（１０）に記載の中間膜。
（１２）第２の樹脂層は、樹脂１００部あたり少なくとも約１０部（ｐｈｒ）の量で第２
の樹脂層中に存在する少なくとも１種類の可塑剤を更に含む、（１０）に記載の中間膜。
（１３）第１の樹脂層のガラス転移温度と第２の樹脂層のガラス転移温度の間の差は少な
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くとも５℃である、（１０）に記載の中間膜。
（１４）第２の樹脂層中の２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方は１
５重量％以下の残留ヒドロキシル含量を有し、第２の樹脂層は２５℃未満の単一のガラス
転移温度を有する、（１０）に記載の中間膜。
（１５）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂並びに２種類のポリ（ビニルアセタール）
樹脂のブレンドの一方及び他方のそれぞれは、第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂、２
種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方、又は２種類のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂のブレンドの他方のアルデヒド残基の全重量を基準として少なくとも５０重
量％のｎ－ブチルアルデヒドの残基を含み、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブ
レンドの他方は少なくとも１６重量％の残留ヒドロキシル含量を有する、（１０）に記載
の中間膜。
（１６）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂；
　第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂、ここで、第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂
の残留ヒドロキシル含量及び／又は残留アセテート含量は第１のポリ（ビニルアセタール
）樹脂の残留ヒドロキシル含量及び／又は残留アセテート含量よりも少なくとも２重量％
多いか又は少なく、第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂は第１及び第２のポリ（ビニル
アセタール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも０．３重量％の量で樹脂組成物中に
存在する；及び
　第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂に対するよりも第１のポリ（ビニルアセタール）
樹脂に対してより高い親和性を有する少なくとも１つの部分、及び第１のポリ（ビニルア
セタール）樹脂に対するよりも第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂に対してより高い親
和性を有する少なくとも１つの他の部分を有し、組成物の全重量を基準として０．２５重
量％～２０重量％の範囲の量で組成物中に存在する曇り減少剤；
を含む混合樹脂組成物。
（１７）曇り減少剤は、下記の式（Ｉ）～（ＩＩＩ）：
【化４】

（式中、Ｒ１は４個～５０個の間の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基であり、Ｒ２は少
なくとも２つのポリ（アルキレングリコール）繰り返し単位を含むポリ（アルキレングリ
コール）基である）；
【化５】

（式中、Ｒ３は少なくとも２個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基であり、ｍは少なく
とも１である）；及び
【化６】

（式中、Ｒ４及びＲ５は、それぞれ少なくとも２個の炭素原子を含む同一か又は異なる炭
化水素基であり、Ｒ４及びＲ５中の炭素原子の総数は少なくとも８である）；
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によって表される化合物からなる群から選択される、（１６）に記載の組成物。
（１８）組成物は下記の基準（ｉ）～（ｉｖ）：
　（ｉ）曇り減少剤は式（Ｉ）によって表される化合物を含み、ここでＲ１は４個～３０
個の間の炭素原子を有する分岐又は線状の脂肪族炭化水素基である；
　（ｉｉ）曇り減少剤は式（Ｉ）によって表される化合物を含み、ここでＲ２は少なくと
も４つのアルキレングリコール繰り返し単位を含む；
　（ｉｉｉ）曇り減少剤は式（ＩＩ）によって表される化合物を含み、ここでＲ３は分岐
又は線状の脂肪族炭化水素基である；及び
　（ｉｖ）曇り減少剤は式（ＩＩＩ）によって表される化合物を含み、ここでＲ４及びＲ

５の炭素原子の総数は少なくとも１２である；
の少なくとも１つを満足する、（１７）に記載の組成物。
（１９）曇り減少剤は組成物の全重量を基準として少なくとも約０．５重量％の量で組成
物中に存在し、第１及び第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂のそれぞれは組成物中の樹
脂の全重量を基準として少なくとも約５重量％の量で組成物中に存在する、（１６）に記
載の組成物。
（２０）第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量は第１のポリ（ビ
ニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量よりも少なくとも２重量％少なく、第２の
ポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量は１６重量％以下である、（１６
）に記載の組成物。
（２１）樹脂１００部あたり９５部（ｐｈｒ）未満の量で樹脂組成物中に存在する少なく
とも１種類の可塑剤を更に含む、（１６）に記載の組成物。
（２２）第３のポリ（ビニルアセタール）樹脂を更に含み、第１、第２、及び第３のポリ
（ビニルアセタール）樹脂は、それぞれ、第１、第２、及び第３のポリ（ビニルアセター
ル）樹脂の合計重量を基準として少なくとも０．３重量％の量で樹脂組成物中に存在する
、（１６）に記載の組成物。
（２３）第１及び第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂は、それぞれ、第１又は第２のポ
リ（ビニルアセタール）樹脂のアルデヒド残基の全重量を基準として少なくとも５０重量
％のｎ－ブチルアルデヒドの残基を含む、（１６）に記載の組成物。
（２４）（１６）に記載の樹脂組成物を含む樹脂層を含む中間膜。
（２５）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂；
　第１及び第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも０．
３重量％の量で樹脂層中に存在する第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂；並びに
　曇り減少剤；
を含む樹脂層を含み；
　樹脂層は、曇り減少剤を含まない同じ樹脂層のＨＬＤ曇り度よりも少なくとも５％低い
ＨＬＤ曇り度を有する中間膜。
（２６）曇り減少剤は樹脂層の全重量を基準として少なくとも０．２５重量％の量で樹脂
層中に存在する、（２５）に記載の中間膜。
（２７）曇り減少剤は、下記の式（Ｉ）～（ＩＩＩ）：
【化７】

（式中、Ｒ１は４個～５０個の間の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基であり、Ｒ２は少
なくとも２つのアルキレングリコール繰り返し単位を含むポリ（アルキレングリコール）
基である）；
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【化８】

（式中、Ｒ３は少なくとも２個の炭素原子を有する分岐又は直鎖の脂肪族炭化水素基であ
り、ｍは少なくとも１である）；及び
【化９】

（式中、Ｒ４及びＲ５は、それぞれ少なくとも２個の炭素原子を含む同一か又は異なる炭
化水素基であり、Ｒ４及びＲ５中の炭素原子の総数は少なくとも８である）；
によって表される化合物からなる群から選択される、（２５）に記載の中間膜。
（２８）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂は第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂の
残留ヒドロキシル含量よりも少なくとも２重量％多いか又は少ない残留ヒドロキシル含量
を有し、及び／又は第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂は第２のポリビニル樹脂の残留
アセテート含量よりも少なくとも２重量％多いか又は少ない残留アセテート含量を有する
、（２５）に記載の中間膜。
（２９）第３のポリ（ビニルアセタール）樹脂を更に含み、第１、第２、及び第３のポリ
（ビニルアセタール）樹脂は、それぞれ、第１、第２、及び第３のポリ（ビニルアセター
ル）樹脂の合計重量を基準として少なくとも０．３重量％の量で樹脂層中に存在する、（
２５）に記載の中間膜。
（３０）樹脂層は９５ｐｈｒ未満の量で樹脂層中に存在する少なくとも１種類の可塑剤を
更に含み、樹脂層の少なくとも一部は少なくとも２６℃のガラス転移温度を有する、（２
５）に記載の中間膜。
（３１）樹脂層の少なくとも一部は２５℃未満のガラス転移温度を有する、（２５）に記
載の中間膜。
　本発明は以下の他の実施態様を含む。
（１）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂；
　第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量と少なくとも２重量％異
なる残留ヒドロキシル含量を有する第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂、ここで、第１
及び第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂のそれぞれは第１及び第２のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも１０重量％の量で樹脂層中に存在する；
並びに
　第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂よりも第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂とよ
り相溶性である第１の部分、及び第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂よりも第２のポリ
（ビニルアセタール）樹脂とより相溶性である第２の部分を含み、樹脂層の全重量を基準
として少なくとも０．５重量％の量で樹脂層中に存在するブレンド剤；
を含む樹脂層を含む中間膜。
（２）ブレンド剤は１６以下のＨＬＢ値を有する、（１）に記載の中間膜。
（３）ブレンド剤はグリコール及びグリコールエーテルからなる群から選択される、（１
）に記載の中間膜。
（４）樹脂層は樹脂１００部あたり少なくとも１０部（ｐｈｒ）乃至５０部（ｐｈｒ）未
満の範囲の量で存在する少なくとも１種類の可塑剤を更に含み、樹脂層のガラス転移温度
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は２６℃～７０℃の範囲である、（１）に記載の中間膜。
（５）樹脂層は少なくとも１０ｐｈｒ乃至約９０ｐｈｒ以下の範囲の量で存在する少なく
とも１種類の可塑剤を更に含み、樹脂層のガラス転移温度は２５℃未満である、（１）に
記載の中間膜。
（６）樹脂層は第３のポリ（ビニルアセタール）樹脂を更に含み、第１、第２、及び第３
のポリ（ビニルアセタール）樹脂のそれぞれは、第１、第２、及び第３のポリ（ビニルア
セタール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも５重量％の量で樹脂層中に存在する、
（１）に記載の中間膜。
（７）樹脂層に隣接している第２の樹脂層を更に含み、第２の樹脂層は他のポリ（ビニル
アセタール）樹脂を含み、樹脂層のガラス転移温度は第２の樹脂層のガラス転移温度より
も少なくとも５℃低い、（１）に記載の中間膜。
（８）中間膜は５％未満の曇り度を有する、（１）に記載の中間膜。
（９）（１）に記載の中間膜及び少なくとも１つの硬質基材を含む多層パネル。
（１０）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂及び可塑剤を含む第１の樹脂層；
　第１の樹脂層に隣接しており、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンド及び
少なくとも１種類のブレンド剤を含む第２の樹脂層；
を含み；
　２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方は、第１のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の残留ヒドロキシル含量よりも少なくとも２重量％多いか又は少ない残留ヒ
ドロキシル含量を有し、及び／又は２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの
一方は、第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留アセテート含量よりも少なくとも２
重量％多いか又は少ない残留アセテート含量を有し；
　２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの他方は、第１のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂の残留ヒドロキシル含量の２重量％以内である残留ヒドロキシル含量を有し
、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方及び他方のそれぞれは、第２
の樹脂層中の樹脂の合計重量を基準として少なくとも５重量％の量で第２の樹脂層中に存
在し；そして
　中間膜は５％未満の曇り度を有する中間膜。
（１１）ブレンド剤は少なくとも第１の部分及び第２の部分を含み、第１の部分は２種類
のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの他方よりも２種類のポリ（ビニルアセター
ル）樹脂のブレンドの一方とより相溶性であり、第２の部分は２種類のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂のブレンドの一方よりも２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンド
の他方とより相溶性であり、ブレンド剤は第２の樹脂層の全重量を基準として少なくとも
０．５重量％の量で第２の樹脂層中に存在する、（１０）に記載の中間膜。
（１２）第２の樹脂層は、樹脂１００部あたり少なくとも約１０部（ｐｈｒ）の量で第２
の樹脂層中に存在する少なくとも１種類の可塑剤を更に含む、（１０）に記載の中間膜。
（１３）第１の樹脂層のガラス転移温度と第２の樹脂層のガラス転移温度の間の差は少な
くとも５℃である、（１０）に記載の中間膜。
（１４）第２の樹脂層中の２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方は１
５重量％以下の残留ヒドロキシル含量を有し、第２の樹脂層は２５℃未満の単一のガラス
転移温度を有する、（１０）に記載の中間膜。
（１５）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂並びに２種類のポリ（ビニルアセタール）
樹脂のブレンドの一方及び他方のそれぞれは、第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂、２
種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブレンドの一方、又は２種類のポリ（ビニルアセ
タール）樹脂のブレンドの他方のアルデヒド残基の全重量を基準として少なくとも５０重
量％のｎ－ブチルアルデヒドの残基を含み、２種類のポリ（ビニルアセタール）樹脂のブ
レンドの他方は少なくとも１６重量％の残留ヒドロキシル含量を有する、（１０）に記載
の中間膜。
（１６）第１のポリ（ビニルアセタール）樹脂；
　第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂、ここで、第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂
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の残留ヒドロキシル含量及び／又は残留アセテート含量は第１のポリ（ビニルアセタール
）樹脂の残留ヒドロキシル含量及び／又は残留アセテート含量よりも少なくとも２重量％
多いか又は少なく、第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂は第１及び第２のポリ（ビニル
アセタール）樹脂の合計重量を基準として少なくとも０．３重量％の量で樹脂組成物中に
存在する；及び
　第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂に対するよりも第１のポリ（ビニルアセタール）
樹脂に対してより高い親和性を有する少なくとも１つの部分、及び第１のポリ（ビニルア
セタール）樹脂に対するよりも第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂に対してより高い親
和性を有する少なくとも１つの他の部分を有し、組成物の全重量を基準として０．２５重
量％～２０重量％の範囲の量で組成物中に存在する曇り減少剤；
を含む混合樹脂組成物。
（１７）曇り減少剤は、下記の式（Ｉ）～（ＩＩＩ）：
【化１０】

（式中、Ｒ１は４個～５０個の間の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基であり、Ｒ２は少
なくとも２つのポリ（アルキレングリコール）繰り返し単位を含むポリ（アルキレングリ
コール）基である）；

【化１１】

（式中、Ｒ３は少なくとも２個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基であり、ｍは少なく
とも１である）；及び
【化１２】

（式中、Ｒ４及びＲ５は、それぞれ少なくとも２個の炭素原子を含む同一か又は異なる炭
化水素基であり、Ｒ４及びＲ５中の炭素原子の総数は少なくとも８である）；
によって表される化合物からなる群から選択される、（１６）に記載の組成物。
（１８）組成物は下記の基準（ｉ）～（ｉｖ）：
　（ｉ）曇り減少剤は式（Ｉ）によって表される化合物を含み、ここでＲ１は４個～３０
個の間の炭素原子を有する分岐又は線状の脂肪族炭化水素基である；
　（ｉｉ）曇り減少剤は式（Ｉ）によって表される化合物を含み、ここでＲ２は少なくと
も４つのアルキレングリコール繰り返し単位を含む；
　（ｉｉｉ）曇り減少剤は式（ＩＩ）によって表される化合物を含み、ここでＲ３は分岐
又は線状の脂肪族炭化水素基である；及び
　（ｉｖ）曇り減少剤は式（ＩＩＩ）によって表される化合物を含み、ここでＲ４及びＲ

５の炭素原子の総数は少なくとも１２である；
の少なくとも１つを満足する、（１７）に記載の組成物。
（１９）曇り減少剤は組成物の全重量を基準として少なくとも約０．５重量％の量で組成
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物中に存在し、第１及び第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂のそれぞれは組成物中の樹
脂の全重量を基準として少なくとも約５重量％の量で組成物中に存在する、（１６）に記
載の組成物。
（２０）第２のポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量は第１のポリ（ビ
ニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量よりも少なくとも２重量％少なく、第２の
ポリ（ビニルアセタール）樹脂の残留ヒドロキシル含量は１６重量％以下である、（１６
）に記載の組成物。
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